














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　― 343 (44) ―
　研究ノート
　　　　　　　在日外資系企業の事例研究
　　　　　　　　　－トッパン・ムーア社－一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　ロ　一　臣
　1.会社の沿革
　1882年（明治15年）初頭のある朝，当時22才でカナダ・トロント市のグリ
ップ印刷出版社で業務部長であったサミュエル・Ｊ・ムーアのもとに，近
くのジョン・カット生地店の番頭ジョン・Ｒ・カーターがやってきた。こ
の男は，小さな冊子のようなものを手にしており，それは複写式売上伝票
帳であった。この伝票帳は，一枚のカーボン紙が天とじの部分にとりつけ
られ，これが２枚の用紙の間に差込めるようになっており，取引の記録が
客と店の双方に渡るようになっていた。ムーアは，直ちにカーターの売上
伝票帳製作の権利を買取り，グリップ社の工場で生産を開始したが，これ
が世界における近代ビジネスフォーム産業の発端となった。　ムーア社（カ
ナダ・トロント）は，現在，世界39カ国に約130の生産工場と約800の営業所
を持ち，従業員は２万人余り，文字通り世界最大のビジネスフォーム（事
務用帳票）専業メーカーで，多国籍企業である。
　トッパン・ムーア社は，このムーア社45％，凸版印刷55％の出資比率で
1965年（昭和40年）に設立された。当初はトッパン・ムーア・ビジネスフ
ォーム社と称し，資本金は３億円であったが，業務拡大に伴い，1971年
　（昭和46年）に現在の社名に変更，また資本金も増資を重ねて1985年（昭和
60年）に50億円となった。この間，東京以外に仙台，大阪，名古屋，福岡，
広島など全国各地に営業所網を拡大し，工場も各地に建設したほか，東京
　　　　　　　　　　　　－344（43）－
